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デューイの芸術的探究からみるピアノ学習の表現への展開過程の考察

The Consideration of Transforming Independent Piano
 Learning through John Dewey’s Artistic Inquiry 

溝口 希久生

本研究の目的は、初心者のピアノ学習においてデューイの芸術的探究の観点から表現

への展開過程について明らかにし、芸術的探究を促すピアノ指導の在り方を考察するこ

とである。芸術的探究の展開過程を枠組みにした学生へのインタビュー調査の分析・考察

から次の 点を知見として導いた。 探究が発展する芸術的探究の展開過程に応じた

有効な指導者の働きかけを行う。 自主学習を行うまでに、シラバスに教科内容の道筋

を体系的に位置づけてピアノ学習を螺旋的に十分経験させておく。

キーワード：デューイ、芸術的探究、ピアノ学習、表現への展開過程

研究の目的と方法

1.1 問題の所在

保育者・教員養成課程においてピアノ実技科目は必ず位
置付けられ、音楽関連の科目の中でも重要な位置を占めて
いる。指導者はピアノ指導で有効な指導方法と教材開発に
大きな課題意識をもっていることが、 の論文検索サ
イトを用いた研究テーマにも表れている 。
一方、ピアノ実技は、当然ながら授業だけで完結するの

ではなく授業外の時間にいかに学生が自主的に学習するか
が上達の重要な鍵になる。ピアノ自主学習に関する先行研
究は上述の研究に比べてわずかである が、その中で例え
ば、東・小澤・簑部（ ）は、アンケート調査によって
学生のつまずきの要因を明らかにし、それを克服する方法
を提案している。この研究では、ピアノ演奏のために必要
な個々の技能や知識を補うことが自主学習と捉えられてい
るといえる。豊島、服部（ ）では、学生の練習状況を
質問紙によって考察し、結果、練習の手順や楽曲の練習方
法に学生の課題がみられるとしている。これらのピアノ学
習に関する先行研究は、指導者が必要と考えている技能や

知識を補うために自主学習があるという考え方が根底にあ
ると考えられる。
以上のように、今までの大学でのピアノ教育は、指導者

が有効と考える楽曲を用いて技術習得のための指導をし、
それを受容して学生は努力するという教育が行われてきた
といえないだろうか。旧来の義務教育の中で音楽に対する
苦手意識をもっていた学生が大学でも変わることなく教職
につくことは若干の危惧がある。このようないわば伝統的
な指導といえるピアノ指導と相対するのが思考
や探究 に重きを置いた指導と考える。思考に焦点
をあてた先行研究がわずかにある。西村（ ）は、自身
のフランスで指導を受けた経験も踏まえて海外のピアノ指
導者たちは、学生自らが考えることを重視すると指摘する。
そして、筆者は、レッスンに「 」「 」を含む を
使った実技指導によって学生が考えて演奏をすることに一
定の成果があったとしている。
筆者は、初心者を対象としたピアノ実技科目の教科内容
の体系を明らかにし（溝口 ）、シラバスに体系的に
指導内容 を配置した授業を行なっている。この一連のシ
ラバスの音楽経験を踏まえて、学生が選んだ曲を自主学習
によって作品を発表する場を設けている。
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